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自動運転の意義（全般）
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自動運転の意義について、地域公共交通の維持・改善や、交通事故の削減、ドライバー不足へ
の対応、国際競争力の強化、渋滞の緩和・解消などがあげられる。

※国土交通省資料より作成



自動運転の意義に関するアンケート結果

国土交通省が令和3年度に自治体やバス事業者に対して実施したアンケート調査によると、自
動運転が地域公共交通の維持や機能向上に資することが期待されている。

※令和3年度 都市における基幹的バス情報交流会アンケート調査（令和4年3月 国土交通省都市局）

図 自動運転に期待する事項
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（回答数）



自動運転技術の現状と目標
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＊永平寺町では2023年5月21日より
レベル4での自動運転移動サービスを開始

※国土交通省資料より作成



国における自動運転の取組状況（法制度）

＊このほか、道路管理に関するルールを定める「道路法」改正（令和2年11月施行）によって、自動運転を補助する施設に関する規定が整備され、自動
運転車の運行を補助する施設（磁気マーカ等）が「自動運行補助施設」として道路附属物に位置づけられた。

※1

※1 2023年4月施行済
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※国土交通省資料より作成



自動運転（レベル4）法規要件の策定

6※国土交通省資料より作成



国における自動運転の取組状況（ロードマップ・短中期）

7※デジタルを活用した交通社会の未来 2022（デジタル社会推進会議幹事会決定）2022年8月1日



国内の主な事例

実施箇所 レベル 車両・自動運
転関連事業者

運転・操作
車両
タイプ

運行開始
・実施時期

運行頻度 速度
道路種別/一般車両
との混在または自動
運転車両専用車線

①福井県
永平寺町

定常運行
/レベル4

ヤマハ発動機
遠隔操作者
（1名で3台の車
両管理）

EVカート
（グリーンスロー
モビリティ）

R3.3～
20分に1本程度
（10～15時・往復26
便・土日祝のみ）

12km/h
以下

町道/概ね専用道
（鉄道廃線跡）

②茨城県境町
定常運行
/レベル2

BOLDLY 補助運転手
EVバス

（グリーンスロー
モビリティ）

R2.11～
各ルート1～2時間

に1本程度
20km/h
未満

町道・県道/混在

③宮城県
気仙沼BRT

定常運行
/レベル2

JR東日本・
先進モビリティ

補助運転手 大型バス R4.12
1日に2本

（往復各2本）
60km/h

（最高速度）

一般開放されていな
い専用道/専用車線
（鉄道廃線跡）

④千葉県千葉市
幕張新都心

実証実験
/レベル2

アイサンテクノロ
ジー・埼玉工業

大学
補助運転手 中型バス

R5.1
（土日2日間）

1時間に
1本程度

（10～16時・計5便）

50km/h
以下

市道・県道/混在

⑤東京都江東区
臨海副都心

実証実験
/レベル2

先進モビリティ 補助運転手 中型EVバス R3.1
各ルート1時間に1

本程度
50km/h
以下

区道・都道/混在

⑥東京都新宿区
西新宿

実証実験
/レベル2

ティアフォー
日本モビリティ

補助運転手 中型バス R2.11～ 10～15分間隔
40㎞/ｈ
以下

区道/混在
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・国内の社会実装や実験は概ねレベル２で実施されている。
・専用空間に近い状態の事例では、レベル4（福井県永平寺町）も実施されている。


